
















我々は､ これ まで ミリ波､サブ ミリ汲鮎R測定 に3種類のクライオスタットを使用 していたが､
新たな領域 となる1.8Ⅹ-4.2X､-30Tをカバーで きるクライオスタッ トを作成 した｡寒剤 として液
体ヘ リウムを利用することにより4.2K､液体ヘ リウムを抽回転ポンプで減圧することにより1.SK
の温度で測定で きる｡ このサブ ミリ波ESR測定システムを図1に示す｡ このマグネッ トはいわゆる
氷マグネ ッ トで1)､FW 穀のボビンに被覆銅線 を8層巻 き､その外個 にアル ミナ粉末 と水 を混ぜた
ものを充填 してあるO これを液体窒素中で冷やす ことにより､縫場発生にともなって発生する熱
を吸収するとともに､水が凍って休耕が増加するので､コイルの半径方向に広がろうとする
Ma3(Well応力 を押 さえつけることがで きる｡我々のコンデンサーバ ンクで最大の3KVを充電するこ
とにより約30Tのパルス破壊 を発生することが可能である｡光源はガン発振器や後進行波管
(BWO)を使 うことにより50GHzか ら1183.62GHzまでカバーで きる｡光はライ トパイプでパルスマ
グネッ トの中心 にセ ッ トされた試料 に尊かれ､透過光はライ トパイプやi削こ上ってHe温度に冷や
されたInSb検出掛 こ導かれる｡磁掛 ま筑科の ところに巻いたpick-upcouで検出する｡検出券の信
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は､ この装置の詳 しい仕租みや間選点､具体的測定例 を紹介する予定である｡
次にHoPaNiO,のサブ ミリ波ESRの滴定 について議論 したい｡HqBaNiO,はハルデン物質のモデ
ル物質 として知 られるYPaNiO,と同 じ結晶構造をもっていが '. しか し､HoIBaNiO,は2種類の磁
性 イオンNil◆,Ho'◆をもつため三次元的な相互作用が存在 し､TN=53Kで反強磁性秩序が生 じる'｡我々
は､HoPaNiO,の粉末就科で磁化測定､ESRを行い､また､磁場中配向試料の作成 も試みた｡ これ
までに8Tまでの磁化測定で2;つの転移磁場flcl;2.9T､HcZ=5.4Tが存在することが報告 されているが
.)､今回4.2Kにおいて25Tまで測定 した結果､他に磁気相転移がないことが明 らかになった｡ また､
温度1･8Kで粉末試料 を用いたESR測定では､250GHz以上の周波数で転移磁場の前後でモー ドの変
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図2.回徒iA穫L=おける■粒の運Ab
その遵珪時間は0.15-0.2秒で､康形書の#性事は0.5･1dyA/CmZであった｡これは､FILCHTI水溶液(llT)&/ml)の1/
10011/50程喪の卓である｡また多くのJA合､弾性による剛如ま不完全(つまり塁性的)であったが､Actinの存在する
界面付近ではしばしば完全に回社した｡この結果は原形1界面での相互作用がその力学特性に大きく形VL得る事を
示唆している｡また､平均二乗変位の解析から､類粒の拡散が非常に軌 ､(1012dyn/cml程度)#性ポテンシャルによっ
て0.6･0.7JLm四方の頼域に制限されていることが判った｡しかしこの4台の#性串はクリー プ回徒の時に求められた
位のl/10足らずで､回aE現象には別の要因が存在すると考えられる｡現在我々は､応力印可による大変形下では､原
形帯内部に存在すると考えられている&cIJrLfilmCrLlが回復過程で主要な役割を果たしていると考えている｡そして､
その粘辞任を通した力学伝達機構は､原形黙読軸の形成に決定的な役割を果たしていると考えられる｡
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